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0はじめに

●区全体のデジタ′レヒの流れ

●町会・自治会を取りをく状況と課題

●町会・自治会のデジタ′Иヒに取り組む憲薇

●町会・自治会における活用事幌

●区の取組・今後の支援

●まとめ

本日の内容

デジタ′Иヒは目的ではなく、手段です

.町会活眈 続けやすくするための取組です

.i眠や対面をすべてなくすもので1まの ません

.でき猛 ころから.無理なく段階的に進めることが大切です

,区として町鈎 実情に応じて伴走型で支援して0さます

最初にお伝えしたいこと
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IT・ デジタル化・ DXの違い

□
面
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パソコン、スマートフォン、インターネットなど、
情報をやり取りするための技術や道具

紙や対面だけに瀬つていたやり方に.
データやオンラインも取り入れていくこと

OX デジタル技術を活用して.仕事や活
"の
進め方

そのものをより餞く変えていくこと(壼● )

●■υ^

デジタ′Иヒ
(手曖 )

区全体でもデジタル化やDXを推進しています

区では.効率的で利便性の高い行政サービスを提供するため.取組を進めています
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キヤッシュレス決済
の

“
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●●アプリ
rなみチヤレ」

デジタル技篠t活用
した臓●0効率化

デジタルデバイト
対饉の奥

"

情報伝違や資料共有0見直し

加入率低下・担い手不足|ごデンタル活用
″
痛 効

ただし、対面のつな力0はこれからも大切

町会の実情に合わせて、段階的に違めてOKことが菫要
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こ010年で詢8ポイント低下、
今後も下がり綸ける可籠性あり

地域の基盤が弱まりつつある

現状のままでは運営耀 しくなる懸念

町会加入率の推移

49.8%
(平曖27年 )

41.3%
1令椰7年 ,
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□情嘔伝達や●薔は■の負担

従来のやり方では負担が大きくなつている

回覧板を回す|夕こ手間と時間がかかる

会疇資料の印刷、配市、保管の■撻が大きい

役員閾∝ 絡口螢に時間か かる

現役世代や子育て世代
`.11椰

ヨКい

0加のきつかけ
'く

りが難し0いている
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デジタル化の流れは町会支援にもつながります
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町会を取り巻く主な課饉

▲
旱



求められるのは活動を続けやすくする工夫

綺けやす く

役員の負担を軽減

して無理なく運営

できるようにする

層音やす く

必要な人に、必要

な情報を.分かり
やすく伝える

●加しやすく

若い世代や新しい

住民との整点を増

やす

デジタ′Иヒはこうした工夫を支える 1つの手段
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町会におけるデジタル活用の現状

町会・自治会として、HPやSNS(uNE、 X、 Insta9ramO)を 調用していますか ,

呵金・自治合アンクート

(口香率 150.3Ъ )
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利用していない

32町金 (41%)
利用している
47町金 (59%)

●ホームベーシ●SNSを活用して̈ 町会もある

“

行事案内や活動■告、会員間の理綺ツー,レ:して利用されている

●一部では、電子回■極めような形で運用してい引殉田

"
`す
でにデジタル活用は始まつており、取鱈状況には菫がある

アンケート綺菜から見るデジタル活用0現状
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デジタル活用が進まない理由

′ HPや SNSの利用方法が分からない

′ 運用担当者の負担が大きい (通用体制に不安がある)

′ スマートフォ)やタブレッ|ヽを持つていない会員が多い

′ 従前の方法 (積の回覧板、電蹟、FAXなど)で支障ない

アンケート綸彙

“

見●利用していない理由
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デジタル化で期待できること

印刷・配布の負担
＞

♭

♭

＞

♭

データ共■によう
…

回覧に時間がかかう

者い世代に層きにくい ulヽやホームベージでの

「

■発僣

役員の事務負担か大きい 連絡・夫■の効率化

新しい0」]者が増えにくい 情報に触れやすい入□づくり
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ロデジタルがき手な方もいます

●紙や対面が必要な場面もあります

●一度にすべてを変えるのは現実的ではありません

口続けやすい運用方法を考えることが大切です

進め方には配慮が必要です
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デジタ′Иヒを遺めるうえでの口凛点

押し付けではなく、後押しするデジタ′Иヒヘ

.―●4コ田帰ものではなく段目的に遺めます

、1口祖的に取り組む町会を後押しします

`実
践事例を共有し、他の町会へも広|力:いきます

.デジタルデ′

“

卜対策も合わせて凛めて0●ます

1伴走型で支援してし嗜ます

区の考え方

16

・すべての町会が同じやり方をする必.要はありません

・町会の規模や人員、地域い して取り組0ことが大切です

・最初から大きく始めるのではなく、無理なく続けられることが日要です

事例紹介にあたつて

大切なoは「自分たちに合つた方法です」 LINE公式アカウントを活用した情報発信

・電子回覧板として活用

・

'ス

■マ時間に■認できて助かる」、「過去の回覧が見れる●ま目明なa子評

・回

"版
を回せなかつたマンシヨン世帯に対しても情報提供が可鮨に

■め回覧根t併用して活用

X他にも.:nstaO「amやFacekЮ kを活用している町会●″,ます

事例①SNSの活用
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町会におけるデジタル活用の現状
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2次元ロートを活用した町金活鵬0アピール

・名嘱サイズの用紙に杉可運動口め2次元コートを,1載したカードを独自に作成

・町会0掲示板の一月にカートを張り、町会活動をアピール

・近隣の店鶴翻 こもカードDl●示を依頼

事例②2次元コードの活用

天沼地区町会連合会によるネームヘージの運営

・電子回覧板として活用

・地嬌行0などの情報発信

・各町会の活動

`●

介

・防災務 引■ 鋼贖爛月に

'日

する情報なども掲載

X町会連合会の会●についても、デジタ腋 術を活用しながら運営

事例③ホームページの活用

,情報発僣がデジタ,メ曖 |れるこ 受け手が使棚こ (迅速、気軽に、何度も)

1若い世代やマンション世僣などこ用 輛げ屈きやすくなる

`町
会活動の見える化につながる

」続けやすい運用体制をつくることが大●

:紙との併用も菫I

事例から見えてくること

町会のデジタル化の進め方のイメージ

1 できることから鮨●●1  ■■0ヴータ化、メールコ嗜など

【5“,3共 有や邁薔t勁事化す0, 電子回1颯 口
"共
有など

【Step 4 活
…

につなける1 ■たな0■ .●い世にと0●慮づくり

ホーム
^ 
シ.u國 |●アカウントなど
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2 ●颯
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ご存じですか? すぎなみ地域コム

すぎなみ l&IdIrA
'′

工を腱点に活1'す るヽ崎國{*,1■ サイト

区が運営する0域こ〕体情報サイトで.■会・自治会のほか.NPO法人や地域活
動団体|など.区内で活動する団体が登録し.情報発篠 行つています.

各町会の概要ページもある0■ 他の町会について知ることもできます。

杉並区町会運合会0ベージでは.回覧板や町会に関するお知らせのほか.
町会・自治会八ントブック.経理システム、規約 (例 )など様々な情報を掲載
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翻
令和フ年度 :町会のデジタル化に関する主な取絹

杉町連常任理事会■ 0ヽデー例留ヽ地鍼コムヘ0掲腱

デジタИじに関する‖凛会・操作説明会

デジ初レじに関するアンケートロ童の実施

この間の区の取組

23

▲

44

町会・自治会支援システムに期待すること

区からの情

“

を受け取りやすくする 回覧や資料共有の負担を■らす

あ口な情■にアクセスしやすくする 町会内での連絡¨共有をしやすくする

期待する効果
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町会でデジタル化を進める際のポイント
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町会・自治会運営支援システムの実証実験

ロコ  .ヽ ●腱していう1出日

颯
"拗
巾H伝菫

●7●■根

彙料共有

町全内の情口共― 円瀾ι
町会・自治会

来年度の区の取組
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ロなくお うた0●ポイント

できることからはじめる

一部の役員だけで抱か まない

.若い世代や詳しい人の力0僣りる

紙とデジタルを併用する

続けやすさを優先する
▲

▲ニ



区として0主な支饉

相談対応

実践事例の共有

段階的な導入支援

.デジタルが苦手な方への配慮

実証実験を通した改善と展開

区としての支援の方向性
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:区全体でもデジタ,イヒ・DXに向けた取饉を迪

“

0ています

1その流れは.町会支援や地

“

との情報共有にもつなわ ていきます

i町会を取り●く課日に対応するため、デジタ,Иヒは有効な手段の 1つてす

|ただし.無理なく、段階的G由あことが菫要です

1区として、町会の実悧こ寄り添し唸がら伴走支援を行つて睫 ます

まとめ
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地域のつながりを、これからも続けていくために

町会のデジタリИヒは、

紙をなくすことでも、

対面をなくすことでもなく、

地」疇のつながりをこれからも1続けていくための工夫です
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デジタル化は町会を続けるための “手段"です

町会の課題Iは、デジタリИヒだけで解決するものではありません

日々の活動・つながりづくりがあつてこそ、螂曖は維持されます

デジタルは、それらを続けやすくする
″
サポート
′″
です

地域の薔盤は「人」と「つながり」

デジタルは、その力を強くする道具です
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町会・自治会は区政運営の大切なパートナー

町会・自治含活動でお困りことがあれば.お気曖にご相談ください |

おわりに

旬゛
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THANK YOU i
あ り が と う ご ざ い ま し た
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